
















3.Self Archive through ADB 収集の方法
































































サ イ ト の
チェック＆

















“Size isn’t everything.”(Leslie Car and Tim Brody, D-Lib magazine 13(7/8), 2007)
Daily deposits in last 
year: 67 days of 1-9, 
73 days of 10-99, 9 
days of 100+
刊行後す
ぐの方が
送付率は
高い
→日本語論文についてはトゥールがない？
ROARのサイトによるKURAの登録件数の推移
2008年2月7日 DRF北陸 7
IRに何を登録するか？
本学のある教員からの意見
１．既にWeb上に無料公開されている論文を再度IR
に登録する意味はない。無駄な作業である。
２．不完全な内容である著者最終稿を機関リポジトリ
に登録したくない。
３．現在非公開の博士論文を公開するのならば理解
できる。これが後回しになっているのは変だ。
→反論は難しい。納得させるのも難しい。
→学術雑誌掲載論文のIR登録の難しさ
2008年2月7日 DRF北陸 8
学術雑誌論文登録をどうするか？
（案１）著者の希望に従って強制しない。協力の得ら
れるものだけ登録（現状。これで良いのか？）
（案２）教員のIRの認知度・登録件数が増加し，IRへ
の認識が変わることを期待
（案３）発行後，数ヶ月すれば，学術雑誌論文は，全て
オープンアクセスという時代になるかも＝IRに無理に
登録しなくても良い？書誌事項だけ登録し，電子
ジャーナルへのリンクで済ます。
→皆さんのご意見をお聞かせ下さい。
